
 

 
 

 
 

2010 年 1 月 18 日 
 

環境データセンタサービス「ｅＣＯＯＬ」を開始 

第一弾として、カーボンオフセット付アウトソーシングサービスを提供 

 

 

株式会社日立情報システムズ（執行役社長：原 巖、本社：東京都品川区大崎、以下 日立情報）は、 

お客様の地球温暖化防止への取り組みを支援する環境データセンタサービス「ｅＣＯＯＬ」を開始します。 

 第一弾としてカーボンオフセット付アウトソーシングサービスを、本日より提供します。 

 

近年、地球規模の環境問題が急速に深刻化しており、とりわけ、温室効果ガス（注 2）による地球温

暖化が問題になっています。この状況を打開するため、国連では「気候変動に関する国際連合枠組条約

の京都議定書（1997）」で各国の温室効果ガス削減約束値を定め、日本でも温室効果ガスの大幅な削減に

向け、自治体を主体に条例を定め規制を開始しています。一方、企業でも社会的責任遂行の一環で温室

効果ガス排出削減の動きが活発化しており、IT の分野でも機器使用電力の削減が求められています。 

 

こうした背景のもと、システム運用を中核事業とする日立情報では、2007 年より「環境データセンタ

構想」に着手し、仮想化技術の適用やセンタ設備の省電力化・空調効率改善対策を中核にデータセンタの

省エネルギー対策を積極的に推進してまいりました。今般、データセンタでの省エネルギー対策で培った

ノウハウを活かし、お客さまの温室効果ガスの排出削減に寄与する環境データセンタサービス「ｅＣＯＯＬ」

を開始し、第一弾として「カーボンオフセット付アウトソーシングサービス」を提供します。 

本サービスは、当社データセンタでアウトソーシングサービスを提供しているサーバを対象に、国連が

定めたクリーン開発メカニズム（CDM、注 3）に基づくカーボンオフセット証書（注 4）を発行し、お客

様の温室効果ガス排出量削減活動を証明します。 

本サービスのご利用により、お客様は IT 機器使用により発生する温室効果ガスの排出量をオフセット

し、環境対策への取り組みを国際的にアピールすることができます。 

 

 

■サービス内容 

本サービスでは、以下の方法でお客様の温室効果ガス削減に向けた取り組みを支援します。 

 ①省エネルギー対策が進んだ当社データセンタへサーバをアウトソーシングすることにより、温室効

果ガスを削減します。 

②温室効果ガス排出量をオフセット（相殺）し、実質的には温室効果ガスを排出することなくサーバ

を稼働できます。 

 ③温室効果ガス削減に向けたお客様の取組みを、カーボンオフセット証書の発行により証明します。 



 

   

証書発行No．Carbon××××-××

　株式会社日立情報システムズは、お客さまに御利用頂くＩＴ機器の電力に応じた温室効果ガス

排出量をオフセットすることを目的とし、以下の京都メカニズムに基づく国際クレジットの購入

手続を完了していることを証明いたします。

　

××　　t-CO2

■ 京都メカニズムクレジットの種類

ＣＥＲ（認証削減排出量）

■ クレジットを生成したプロジェクト名

ブラジルサンパウロ州パウリニア市N2O排出削減プロジェクト

■ クレジット識別番号

ＢＲ－０００－０００－０２０－５１９－＊＊＊

ＢＲ－０００－０００－０２０－５１９－＊＊＊

■ クレジット有効期間

■ オフセット対象機器 日立情報システムズのセンタにアウトソーシング契約する

■ オフセット処理の方法

本件、クレジットを日本国割当量口座簿における償却口座

へ移転する方法による。

カーボンオフセットとは、自社の温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又は

一部を他の場所での削減量・吸収量でオフセット（埋め合わせ）することをいいます。

　　　　　　　　カーボンオフセット証書

～

ＩＴ機器及び関連空調設備

 株式会社××××

　国際クレジットの購入完了排出量　　

２００９年××月～２０１０年××月

公印

2010年××月××日
株式会社日立情報システムズ

東京都品川区大崎一丁目２番1号

 

 ＜サービスに利用する排出量枠＞ 
・亜酸化窒素分解工場の建設による削減（ブラジルサンパウロ州パウリニアにおける亜酸化窒素排出削減プロジェクト）他 
・このプロジェクトを利用した排出量取引により、温室効果ガス削減量枠を入手 

 

 

■サービスメニュー 

 ①ホスティング型カーボンオフセットサービス 

  仮想サーバの稼働に必要な電力相当の温室効果ガス排出量をオフセットし、オフセット証書を発行し

ます。仮想サーバ 1台からご利用いただけます。 

 

 ②ハウジング型カーボンオフセットサービス 

  お預かりする物理サーバの稼働に必要な電力相当の温室効果ガス排出量をオフセットし、オフセット

証書を発行します。サーバ 1台相当の電力使用量（1kVA）単位でご利用いただけます。 

  

■サービスの特長 

(1) 世界共通メカニズムによるサービス 

  国連が定めたクリーン開発メカニズム（CDM）を活用するので信用度が高く、環境対策に積極的な企

業イメージをアピールできます。 
 

(2) 省エネルギー対策がされたデータセンタを活用 

当社データセンタは、仮想化技術の適用、空調高効率化対策などを中核とした省エネルギー対策を施

しています。当社データセンタのご利用により、消費電力を削減できます。 

 

(3) スモールスタートが可能 

小口販売により、ホスティング型は仮想サーバ１台、ハウジング型は１kVAの最小契約単位からスタート

することができ、徐々に契約を拡大することが可能です。 

   
■サービス条件 

 ①契約期間は、1年単位です。 

 ②オフセット証書は、注文後、お手元に届くまで約 3カ月が必要です。 

 
 
 
 
 
 

電力使用による

温室効果ガス
①当社センタの省エネ

　による削減

IT電力

空調電力

お客さま先 当社センタ 当社センタで

本サービス利用

②ｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄによる温室効果ガス削減目標

＜カーボンオフセットサービスによる温室効果ガス削減のイメージ＞ ＜カーボンオフセット証書＞ 



 

■カーボンオフセットの仕組み 

 国連が定めたクリーン開発メカニズム(CDM)を通じて入手する排出量枠を使って、IT 機器の利用に

より間接的に排出される温室効果ガス排出量をオフセットします。 
 
＜サービスのイメージ図＞ 

                                   

 
①発電所より供給される電力の約 6 割は石油や石炭の燃焼に依存し、温室効果ガスを排出しています。（当社調べ） 
②サーバや空調機で電力を使用することにより、間接的に温室効果ガスを発生させています。 
③CDM により別の場所で削減した温室効果ガス削減分を購入し、②の排出量をオフセットします。 

 
 

＜報道機関の問い合わせ先＞ 

  CSR 本部コーポレート・コミュニケーション部 松林、杉山 

  TEL 03-5435-5002（ダイヤルイン）  email：press@hitachijoho.com 

以上  

 
（注１）         、「環境データセンタ」は、日立情報の登録商標です。 
 
（注 2）温室効果ガス：CO2（二酸化炭素）、N2O（亜酸化窒素）など地表を暖める働きの多い６種のガス。 
（注 3）CDM：「クリーン開発メカニズム」、国連を通じて先進国が途上国の温室効果ガス削減事業に投資し、 

    削減分を自国の約束達成分として利用できる国際的に認められた制度。 
（注 4）カーボンオフセット証書：国連が認める取引に従い実行された温室効果ガス削減活動を証明する書類。 
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